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   2025年 日立技術の展望

近年，半導体工場などの成長産業の拠点拡大傾向に

加え，新型コロナウイルスや地政学リスクを踏まえた

製造拠点の国内回帰トレンドも相まって日本国内の新

工場投資が活発化しつつある。加えて，かつて高度成

長期に建設された工場は約40年の耐久年数を超過し

ており，今後は老朽化更新を目的とした新工場投資が

加速すると想定される。

しかしながら，人手不足や建材の高騰により建築費

用は年々著しく増加しており，とりわけ成熟産業にお

いては新工場向け投資予算の確保が難しく，顧客の新

たな課題となっている。

この課題を解決するため，日立グループの総合力を

結集し，スマート工場化構想と建屋設計構想を組み合

わせた「One Hitachi」アプローチで新工場建設にお

ける全体最適解を提供している。例えば，生産ライン

自動化導入により生産性2倍を達成しつつ，レイアウ

建屋構想を含めた 
新工場スマート化への 
全体最適化アプローチ

1
トを最適化して作業エリアを半分まで縮小すること

で，新工場建設時の投資額の過半数を占める建屋コス

トを半減し，効果的な新工場投資を実現する。

グローバル製造企業の品質問題が大きな社会課題と

なりつつある中，製造品質データの高度分析や，大量

のドキュメントから不具合対策ナレッジを抽出・検索

する生成AI（Artificial Intelligence）などの技術が実

用段階を迎えている。

こうした中，日立では，日立グループ製造各社の知

見も生かし，「品質CPSソリューション」として以下の

機能を特長とする二つのソリューションの企画・開発

を進めている。

・品質ナレッジソリューション

（1）不具合報告書などの各種ドキュメントから，対策

検討・再発防止ナレッジを抽出する。

（2）ナレッジを，要求・機能・部品などの体系にマッ

品質CPSソリューション2

従来のアプローチ One Hitachi アプローチ

日立製作所
全体取りまとめ

建屋レイアウト建屋レイアウト

各社ベンダ別に「個別」最適化 日立グループで「全体」最適解を提供

建屋設計 A社 ロボティクス領域
自動倉庫， 自動搬送， ロボットなど

IT／IoT領域
IT基盤 ・ IoT導入検討

産業機器領域
昇降機， 空調， 照明， 空圧機器など

建設／設計領域
（株式会社日立建設設計）

建屋設計 ・ 監理

One Hitachi
各社の強みを発揮

建屋工事 ： ゼネコン

建屋面積最適化
コスト削減

動線整流化

ゼネコン B社

保管 保管

加工 保管

組み立て

組み立て

本体組み立て
 ・ 検査

本体組み立て
 ・ 検査

保管
（自動倉庫）

保管 加工

加工

加工
全体最適を
スムーズに実現 ！

設備導入 E社

ロボット導入 F社生産管理システム
導入 C社

全体最適化が
難しい…

コンサルタント D社

1 One Hitachiアプローチでの工場全体最適化

注：略語説明　IoT（Internet of Things）

インダストリアルデジタル
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ピングして格納する。

（3）設計・製造・保守部門のユーザーにナレッジを提

供する。

・品質分析ソリューション

（1）統計的に異常兆候と判断できるデータや設計値か

らの偏差が大きいデータを品質異常点として自動抽出

する。

（2）品質異常点と因果関係が強いデータ項目を探査

し，発生事象のメカニズムを解明する。

（3）因果関係が強いデータ項目の値を変化させ，新た

な良品化条件をシミュレーションする。

これらにより，「不具合の未然防止」と「不具合対策

コストの低減」を図っていく。

現在，自動車業界では，SDV（Software Defined 

Vehicle）※）が注目を集めており，ハードウェアを変更

することなく，システムを制御するソフトウェアに

生成AIを活用した 
映像・画像分析ソリューション3

自動車のソフトウェア開発者が抱える三つの課題を解決

本ソリューション

生成AI 交通状況理解
プロンプト

車両
映像

自然言語検索

数秒で開発に
必要なデータを

取得
交通状況説明文

取得できる情報
・ 車両映像
・ 交通状況説明文
・ AIアノテーション結果
・ 車両映像関連情報

横断歩道に歩行者
が歩いており， 道路
を横断しています。

画像から交通状況を理解

ソフトウェア
開発者

車両画像

分析に利用する
データの品質に
ばらつき発生

映像を含めた
車両データの
確認時間が膨大

映像データの
ワード検索が
困難

生成AIを使い， 車載カメラ映像から交通状況の高精度な説明文を自動生成
日立の豊富なナレッジを応用し， 自動車向けソフトウェア開発の効率化を支援 ・ SDV時代の進展に貢献

3 生成AIを活用した映像・画像分析ソリューション

（1）品質ナレッジソリューション

（2）品質分析ソリューション

設計

ナレッジ抽出

品質異常点
抽出

因果推論
（階層型ベイジアン）

良品化条件
シミュレーション

（生成AI）

文書抽出
グラフDB検索

回答生成

製造数値
パラメータ

要
求

機
能

部
品

工
程

設計
ドキュメント

市場不具合
対策情報

設計
ナレッジ

製造
ナレッジ

保守
ナレッジ

各種アプリへのインタフェース変換

設計データ

稼働実績

製造不具合
対策情報

製造実績

品質実績

ナレッジ抽出

ナレッジ統合

辞書マスタチェック

ナレッジ蓄積

構造データ

（グラフDB）
ナレッジ検索
（生成AI）

業種別データモデル

利用（保守）

製造

設計
設計工程管理

設計業務プロセスにひも付けて
ナレッジをPUSHで表示

3D-CAD（気付き支援）
CAD上に設計ルール
およびナレッジを表示

メタバース
仮想空間にナレッジを連携し

保守教育に活用

BOP/MES
製造設備 ・ 検査パラメータに

良品化条件を反映

スケジューラ
生産計画マスタに
良品化条件を反映

利用（保守）

製造

2 品質CPSソリューション全体像

注：略語説明　 CPS（Cyber Physical System），DB（Database），3D-CAD（Three Dimensions-Computer Aided Design），BOP（Bill of Process）， 
MES（Manufacturing Execution System）
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   2025年 日立技術の展望

よって機能や性能を付加できる車両の開発が増えてい

る。そのため，今後は，車両から取得できるデータを

ソフトウェア開発に活用する，データドリブンでのソ

フトウェア開発が主流となる。

これに対し，生成AIを活用し，車載カメラの映像か

ら交通状況の高精度な説明文を自動生成し，必要な映

像データをユーザーが自然言語で瞬時に検索できるソ

リューションを開発した。このソリューションは，日立

の自動車分野の豊富なナレッジを応用した独自のプロ

ンプトにより実現しており，ソフトウェア開発のス

ピード向上や，開発期間の短縮，開発コストの低減に

貢献する。

本ソリューションは自動車業界に特化せず，さまざ

まなカメラの映像に対して応用可能なものであり，自

動車業界のみならず，他業種への展開を通じて社会へ

の貢献をめざしている。

飲料メーカーでは，商品の安全・安心の実現に向け

て，サプライチェーン全般に関する問い合わせへの迅

速な対応が求められている。一方で，工場への原材料

入荷から製造，物流，倉庫保管までのさまざまな情報

は個別のシステムで管理されていることが多く，疑義

発生時の影響範囲の調査・確認に膨大な時間と労力を

費やしている。

こうした中，日立は複数拠点にまたがる製造現場

（Physical）の情報をデジタル空間上（Cyber）で一本

のチェーンとして一元管理・追跡できる「HDSM

※） 車と外部との間の双方向通信機能を使って車を制御するソフ
トウェアを更新し，販売後も機能を増やしたり性能を高めた
りできる自動車。

HDSM／ 
チェーントレーサビリティソリューション4

（Hitachi Digital Solution for Manufacturing）※）／

チェーントレーサビリティソリューション」を開発し

た。本ソリューションにより，他商品の製造に異常の

あった原材料が使用されるリスクを未然に防ぐことが

可能となる。また，万が一疑義商品を製造してしまっ

た場合でもその影響範囲を即座に把握できるようにな

り，商品の安全・安心の追求と，大幅な業務効率向上

を実現する。

将来的には，トレース範囲をサプライチェーン全体

に拡大し，業界全体での一貫したチェーントレーサビ

リティの実現をめざす。

昨今，労働人口の減少，環境に配慮した事業推進，

不確実性の高まりなど，製造業を取り巻く課題は複雑

かつ複合的に変化し，これに対応するため，AIやデー

タ処理技術などのデジタル技術によるDX（デジタル

トランスフォーメーション）推進が急務となっている。

日立は顧客のDXニーズにより的確に応えるため，

製造業として培ってきたOT（Operational Technology）

やIT，および製造業の幅広い分野・領域の顧客の課題

解決を通して獲得した多くの知見・ノウハウ（ドメイ

ンナレッジ）を，「製造業向けDXクラウドソリュー

ション」として体系化している。

製造業のDXにおいて，従来，個別最適となってい

るエンジニアリングチェーン＊，サプライチェーンの

それぞれの業務を，データで見える化・分析し，エン

※） 各種メーカーの生産現場における課題と経営課題を解決した
ノウハウやさまざまな顧客と協創した「価値」をアセット化
し，クイックに提供できるように体系化した，製造業向けの
ソリューション群。

製造業向けDXクラウドソリューション5

原料出荷

包材出荷

加工 充填 包装 出荷

倉庫受入
倉庫出荷

A工場入荷

加工 充填 包装 出荷B工場 入荷

加工 充填 包装
・・・・・・・・・

出荷

倉庫
物流原材料供給

C工場

サプライヤ

入荷

Cyber

Physical

4 HDSM／チェーントレーサビリティソリューションの全体像
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ジニアリングチェーンにフィードバックして全体最適

すること，サプライチェーンの複雑な制約やKPI（Key 

Performance Indicator）を考慮した最適な計画立案

およびスピーディに生産計画を立案すること，コーポ

レート部門の業務標準化と問題解決力を強化し，事業

部門でもそのノウハウを利活用することで顧客の競争

力強化に貢献する。

＊は「他社登録商標など」（148ページ）を参照

ニプロ株式会社向けに，同社の再生医療等製品「ス

テミラック®*注」の供給管理で用いる「再生医療等製

品バリューチェーン統合管理プラットフォーム／

Hitachi Value Chain Traceability service for 

Regenerative Medicine※1）（以下，「HVCT RM」と記

す。）」のサービス提供を2024年5月より開始した。

ニプロにバリューチェーン統合管理 
プラットフォームのサービス提供を開始6

医療機関 物流企業 ニプロ 卸売企業 医療機関

： 実運用を開始した範囲

患者の受け入れ， 
細胞の採取， 梱包

細胞の搬送 製品の搬送 患者へ投与細胞の受け入れ， 
製品の製造 ・ 出荷

脊髄損傷の治療に用いる
「ステミラック®注」のメーカー

製造工程のトレーサビリティ実現， 製造スケジュールや進捗状況の情報共有

再生医療等製品バリューチェーン統合管理プラットフォーム日立

6 日立がニプロに導入した「再生医療等製品バリューチェーン統合管理プラットフォーム」の概念図

設計プロセス変革 計画系業務変革 ワークスタイル変革

エンジニアリングチェーンの
ためのDX推進支援サービス

サプライチェーンのための
DX推進支援サービス

業務標準化のための
DX推進支援サービス

変革により
めざすべき姿

体系化した
DXクラウド
ソリューション

製造業の顧客のDX推進を強力に支援

IaaS基盤
ComiComiCloud（従量課金型プライベートクラウドサービス）

ComiComiCloud/マルチテナントサービス

ビジネス変革による高度化と効率化に貢献

ECMとSCMをシームレスに連携
した設計プロセスの確立により， 
設計不良の抑止と， 品質や
作業効率の向上を実現

AIなどを活用し， 
制約条件やKPIを考慮した
最適なSCMの各種計画を
スピーディに立案

コーポレート部門の
標準化プロセス ・ ノウハウを
事業部門で利活用し， 
全社一体改革を実現

・ 気付き支援CADシステム
・ 業務ナビゲーションシステム など

・ 計画系業務最適化サービス
・ SCPLAN

・ 業務ナビゲーションシステム
・ 文書活用促進ソリューション

5「製造業向けDXクラウドソリューション」体系図

注：略語説明　ECM（Engineering Chain Management）＊，SCM（Supply Chain Management），IaaS（Infrastracture as a Service） 
＊は「他社登録商標など」（148ページ）を参照
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   2025年 日立技術の展望

ニプロは，脊髄損傷に対する再生医療等製品である

「ステミラック®注」を2019年より製造・販売してお

り，バリューチェーン全体の細胞・トレース情報を一

元管理できる日立のLumada※2）ソリューション

「HVCT RM」を採用している。

「HVCT RM」は細胞の採取から患者への投与に至る

全工程において，細胞の情報や製品の製造スケジュー

ル，各工程の進捗状況などを入力することにより，個

体ごとにトレース・情報共有できるプラットフォーム

で，日立はこれを独自の秘匿化・仮名化技術※3）でセ

キュリティ性能を高めたクラウドサービスとして提供

する。これにより，管理システムの拡張が容易になる

とともに，高信頼なトレーサビリティ，バリューチェー

ンの最適化，および業務効率化を実現する。

＊は「他社登録商標など」（148ページ）を参照

※1） https://www.hitachi.co.jp/products/it/industry/solution/
hvct_rm/index.html?utm_source=new-nipro_hvct&utm_
medium=web_bc&utm_campaign=nr

※2） 顧客のデータから価値を創出し，デジタルイノベーション
を加速するための，日立の先進的なデジタル技術を活用し
たソリューション・サービス・テクノロジーの総称。
https://www.hitachi.co.jp/products/it/lumada/

※3） 患者レジストリサービスhttps://www.hitachi.co.jp/Prod/
comp/app/registry/index.html

「HITPHAMS」は，さまざまな形態の医薬品や医療

機 器 の 生 産 プ ロ セ ス に お い て，GMP（Good 

Manufacturing Practice：医薬品の製造と品質管理に

関する国際基準）で要求される製造指図管理や製造実

績管理を中心に，厳格な製造管理・品質管理を実現す

る統合パッケージである。

IT人財不足が問題化している昨今，SaaS（Software 

as a Service）版「HITPHAMS」はクラウド上に顧客

ごとの利用環境を構築し，従来型のオンプレミス版で

顧客自身が行っていたシステム運用管理を日立が実施

することで，顧客の導入ハードルを下げたソリュー

ションの提供形態である。SaaS版では機能拡充を随時

行うため，最新の法規制・ガイドライン，テクノロジー

に基づいた新機能をタイムリーに利用することが可能

である。また，オンプレミス版で必要な機器の調達や

検証が不要のため，スピーディかつコストを抑えたシ

ステム導入・立ち上げを実現し，小規模なニーズにも

SaaS版「HITPHAMS」7

生産計画
立案※）

製造計画

入荷 製造 出荷

生体認証

原価管理※）

製造管理

秤量管理

試験管理

MBR

EBR

逸脱管理

解析支援

購買管理※）

原料受入
管理

入出庫
管理

ロット
トレース

出荷管理

出荷判定

倉庫管理※）

設備管理※）

校正管理※）

再生医療

ERP経営 ・ 戦略

製造管理

OT×IT×設備

SaaS版

出荷
予測

会計
管理

購買
管理

販売
管理

生産
計画

在庫
管理

LIMS
リンケージ※）

ERP
リンケージ※）

設備
リンケージ※）

自動倉庫
システム

リンケージ※）
TrackWise
連携※）

： 計画
： 製造実行
： 品質
： 評価

進化 ・ 高度化する現場環境に対応

7 SaaS版HITPHAMSの概要

注：略語説明ほか　 ERP（Enterprise Resource Planning），MBR（Master Batch Record），EBR（Electric Batch Record）， 
LIMS（Laboratory Information Management System）

※）オプション技術

https://www.hitachi.co.jp/products/it/industry/solution/hvct_rm/index.html?utm_source=new-nipro_hvct&utm_medium=web_bc&utm_campaign=nr
https://www.hitachi.co.jp/products/it/industry/solution/hvct_rm/index.html?utm_source=new-nipro_hvct&utm_medium=web_bc&utm_campaign=nr
https://www.hitachi.co.jp/products/it/industry/solution/hvct_rm/index.html?utm_source=new-nipro_hvct&utm_medium=web_bc&utm_campaign=nr
https://www.hitachi.co.jp/Prod/comp/app/registry/index.html
https://www.hitachi.co.jp/Prod/comp/app/registry/index.html


70

適用しやすくなる。

今後，SaaS版「HITPHAMS」を，DXを支援する

Lumadaソリューションの一つとして医薬品・医療機

器製造業向けに広く展開していく。

製造業においては，超高齢化社会による人財不足へ

の対応など業務における人手依存からの脱却が重要課

題となっている。

工場完全自動化ソリューション「AsterSync」は，中

工場完全自動化ソリューション
「AsterSync」8

堅の製造工場における経営・工場管理・現場および各

部門間の情報の有機的な連携による製造現場・管理業

務の自動化，実態の見える化により全体最適化し，顧

客が抱えるさまざまな課題を解決するソリューション

である。

「AsterSync」では，事業管理から製造実行，製造現

場まで，製造工場の運営に関わる領域において豊富な

ソリューションを有しており，受注情報と在庫情報に

応じた生産計画の最適化や生産計画への柔軟な対応，

製造状態のリアルタイム監視，製造・品質実績のトレー

サビリティ確立など，顧客の価値向上に貢献する。

（株式会社日立産業制御ソリューションズ）

工場完全自動化ソリューション「AsterSync」

経営

工場
管理

現場

工場運営

生産計画 製造実行管理 製造実行管理

データ分析 設備 ・ 資産管理 映像監視 映像監視

運用 ・ 制御

製造現場設備

KPI見える化ソリューション
加工 ・ 組立製造業向け「MONOSOLEIL」

一貫したデジタルエンジニアリング

「Asprova＊」

「AiValueUp」 「SmartFAM」 「VSIP」 AIによる人物姿勢 ・ 
動作認識ソリューション

「MONOSOLEIL」 「ProductNEO」ver.2.0

食品 ・ 化学向け「ProductNEO」ver.2.0

課題解決型KPIツリーによる経営改善につながる現場改善の根本見える化

多品種多工程の生産計画を
高速作成する生産スケジューラ

現場データを有効活用
するAI&ビッグデータ
ソリューション

設備 ・ 資産管理システム

設備連携 ・ 制御システム

360度カメラ映像を活用
した現場のIoT化を推進
する可視化システム

映像から体の向きや手の動き
などの姿勢をデータ化
独自の分析機能により動作を認識

SCADA

生産現場に合ったロボットシステムの導入から稼働までワンストップサポート
ロボットSIソリューション　

経営層と現場をつなぐ
工場業務見える化
ソリューション

生産現場を可視化する食品 ・ 化学
向け製造管理システム

8 工場完全自動化ソリューション「AsterSync」

注：略語説明　VSIP（Multi-View Added Service for IoT Platform），SCADA（Supervisory Control and Data Acquisition），SI（System Integration）
＊は「他社登録商標など」（148ページ）を参照


